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844 泌尿紀要27巻 7号 1981年
 膀胱癌における周囲への浸潤の判定は，前処置とし
て膀胱内へのオリーブ油の注入が行なわれており，撮
髭体位も腫瘍の部位によって変換させることが必要で
あり，基本的注意事項として，スライスの位置による
画像の変化を念頭に置く必要がある．CTの評価につ
いてはなお検討の余地があり，周囲への気体注入によ
って正診率を向上させる試みもなされている．
 スキャナーの進歩改良によって短時間に数回のスキ
ャンが行なえる機種が登場し，関心領域を定めること
によって腎血行動態や機能がCT numberの変動か
ら判明するようになってきている．この方法論を前立
腺疾思に利用した報告もなされた．移植腎，腎血管性
高血圧などこの方面での発展が十分に期待される．
皿．ま と め
 以上，現時点でのCTスキャンの泌尿器科的応用
についてその概略を述べたが，症例の蓄積もなお必要
で，今後も再三本日と同様の討議が行なわれる必要が
あろう．
 なお，近年長足の進歩をとげた超音波診断法は，
CTとは原理が異なっており，その提示する画像も異
なる意義と特徴をもっている．
現時点ではこれらをよく理解した上で総合判定を行
なうことが重要であることを確認した．また検査を実
施する際，泌尿器科医の参加の必要性も痛感され，治
療に直接参考となる情報を収集することが実地臨床医
として望まれる姿勢と思われる．
